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出願⼈：中部⼤学 
出願⽇：２０１６年 ４⽉ ４⽇ 

 
(5) 特願２０１５−２１２５５３ 

「オレキシン１受容体拮抗薬」 
発明者：⻑瀬 博、⼭本 直司、⼊⿅⼭ 容⼦、⻫藤 毅． 
出願⼈：東レ株式会社 
出願⽇：２０１５年１０⽉２９⽇ 

 



(4) 特願２０１５−１１９７８５ 
「スルホンアミド誘導体またはその薬学的に許容される酸付加塩」 
発明者：⻑瀬 博、柳沢 正史、⻫藤 毅、沓村 憲樹、⼊⿅⼭ 容⼦． 
出願⼈：筑波⼤学 
出願⽇：２０１５年 ６⽉１２⽇ 

 
(3) 特願２０１５−０３１０４１（PCT/JP2016/054700） 

「スルホンアミド誘導体またはその薬学的に許容される酸付加塩」 
発明者：柳沢 正史、⻑瀬 博、⼊⿅⼭ 容⼦、⻫藤 毅． 
出願⼈：筑波⼤学 
出願⽇：２０１４年１２⽉ ３⽇ 

 
(2) 特願２０１２−２６５３８２ 

「環化化合物の製造⽅法，及び，環化化合物を有する溶液の発光⽅法」 
発明者：⻫藤 毅，⻄⼭ 繁，井岡 秀⼆，牧 昌次郎，丹⽻ 治樹． 
出願⼈：慶應義塾⼤学 
出願⽇：２０１２年１２⽉ ４⽇ 

 
(1) 特願２０１１−１８２２２４（PCT/JP2012/027770, WO2013027770 A1） 

「ルシフェラーゼの発光基質」 
発明者：⻄⼭ 繁，⻫藤 毅，牧 昌次郎，丹⽻ 治樹． 
出願⼈：電気通信⼤学 
出願⽇：２０１１年 ８⽉２４⽇ 

 
Awards 
(10) 2017 年 筑波⼤学 若⼿研究奨励賞 
(9) 2016 年 ⽇本化学会第 96 回春季年会 優秀講演賞 
(8) 2016 年 ⽇本応⽤酵素協会 若⼿研究助成 
(7) 2015 年 ⽇本薬学会医薬化学部会 メディシナルケミストリーシンポジウム優秀賞 
(6) 2014 年 公益財団法⼈倉⽥記念⽇⽴科学技術財団 倉⽥奨励⾦ 
(5) 2013 年 電気化学会有機電気化学研究会 有機電気化学奨励賞 
(5) 2011 年 公益財団法⼈⽇本科学協会 笹川科学研究助成 
(4) 2011 年 慶應義塾⼤学 藤原賞 
(3) 2010 年 ⽇本ケミカルバイオロジー学会 第 5 回年会ポスター賞 
(2) 2009 年 新規素材探索研究会 第８回セミナー最優秀ポスター賞 
(1) 2008 年 慶應義塾⼤学 ⼩泉信三記念⼤学院特別奨学⾦ 
 
Research Funds 



(12) 課題名：動機づけ⾏動による徐波睡眠制御における側坐核の役割 
研究期間：2017 年 4 ⽉−2020 年 3 ⽉ 
研究代表者：ラザルス ミハエル（分担者：⻫藤毅） 
助成団体/助成名：⽇本学術振興会/科学研究費 基盤研究(B) 

 
(11) 課題名：オレキシン受容体アゴニストの創出と薬理作⽤の解明 

研究期間：2016 年 4 ⽉−2017 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：公益財団法⼈⽇本応⽤酵素協会/成⼈病の病因・病態の解明に関する研究
助成 

 
(10) 課題名：新規オレキシンリガンドの創出と薬理作⽤の解明 

研究期間：2016 年 4 ⽉−2018 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻑瀬博（分担者：⻫藤毅） 
助成団体/助成名：⽇本学術振興会/科学研究費 基盤研究(B) 

 
(9) 課題名：ダイヤモンド電極の物質科学と応⽤展開 

研究期間：2015 年 4 ⽉−2018 年 3 ⽉ 
研究代表者：栄⻑泰明（研究分担者：⻫藤毅） 
助成団体/助成名：独⽴⾏政法⼈科学技術振興機構/戦略的創造研究推進事業（ACCEL） 

 
(8) 課題名：光により睡眠・摂⾷を制御する分⼦ツールの開発 

研究期間：2015 年 4 ⽉−2018 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：⽇本学術振興会/若⼿研究(B) 

 
(7) 課題名：⾰新的環境改善材料としての導電性ダイヤモンドの機能開発 

研究期間：2014 年 4 ⽉−2016 年 3 ⽉ 
研究代表者：栄⻑泰明（研究分担者：⻫藤毅） 
助成団体/助成名：独⽴⾏政法⼈科学技術振興機構/戦略的創造研究推進事業（CREST） 

 
(6) 課題名：安定かつ多⾊発光するホタルルシフェリンアナログの開発 

研究期間：2014 年 4 ⽉−2015 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：公益社団法⼈倉⽥記念⽇⽴科学技術財団/倉⽥奨励⾦ 

 
(5) 課題名：⾻粗鬆症治療効果を有する新規化合物の創製とその作⽤機序解明 

研究期間：2012 年 4 ⽉−2013 年 3 ⽉ 



研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：財団法⼈天野⼯業技術研究所/財団法⼈天野⼯業技術研究所助成⾦ 

 
(4) 課題名：レアメタルフリーな有機合成による新規⽣物活性物質の創製 

研究期間：2012 年 4 ⽉−2013 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：慶應義塾⼤学/慶應義塾学事振興資⾦ 

 
(3) 課題名：腹腔内転移のバイオイメージングと抑制物質の分⼦デザイン 

研究期間：2011 年 4 ⽉−2013 年 3 ⽉ 
研究代表者：梅沢⼀夫（分担者：⻫藤毅） 
助成団体/助成名：⽇本学術振興会/科学研究費 基盤研究(B) 

 
(2) 課題名：レアメタルフリーな有機合成による新規⽣物活性物質の創製 

研究期間：2011 年 4 ⽉−2012 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：慶應義塾⼤学/慶應義塾学事振興資⾦ 

 
(1) 課題名：ホタル⽣物発光をモデルとした近⾚外発光基質の創製 

研究期間：2011 年 4 ⽉−2012 年 3 ⽉ 
研究代表者：⻫藤毅 
助成団体/助成名：財団法⼈⽇本科学協会/笹川科学研究助成 


